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(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年の政権交代以降、株価上昇や円安の進行により輸出関連企

業を中心に景気回復への期待が高まり、一部で改善の兆しが見られましたが、欧州の債務危機問題、中国経済の成長

鈍化などにより依然として先行き不透明な状態が続いております。 

当小売業界においても、電気料金の値上げや、円安による原材料価格値上げ、消費増税法に対する生活防衛意識の

高まりなどから消費者の低価格・節約志向が一層強まるとともに、業種・業態を越えた価格競争の激化も相俟って経

営環境は非常に厳しい状態が続きました。 

このような状況のもと、当社グループは、長期ビジョン「2020年、店舗数100店舗・年商2,000億円」の達成に向

け、「効率的経営の追求」、「地域になくてはならない店の実現」、「ＩＣＴ（情報通信技術）化に向けた取組み」

の基本戦略を掲げ、「関西スーパーがあるからここに住みたい」「関西スーパーがあって本当に良かった」と思って

いただける、その地域に“なくてはならないスーパーマーケット（地域一番店）”の実現を目指してまいりました。

当社グループは地域密着企業として、食を通じてお客様の健全で健康な食生活を支えるため、お客様にとって「本

当においしい」、「本当に安心できる」価値ある商品を提供することに注力いたしました。 

また、競争に打ち勝ち、お客様から高い信頼をいただくための指針として「食を守る」「食を育む」「食を楽し

む」の３つのキャッチフレーズを掲げ、「味」「鮮度」「品質」「見栄え」「容量」「価格」にポイントをあて、特

に「鮮度」を最重要視し全店で「鮮度宣言」を行い、いつご来店いただいてもお客様に鮮度の良い商品を提供するこ

とを徹底する商品管理に取り組みました。 

環境保全活動では、既存店舗の節電対策としてＬＥＤ照明の設備投資を10店舗、省電力空調の設備投資を６店舗で

実施いたしました。また、今般の社会的な節電要請を勘案し、平成25年６月から９月末の４ヵ月間の従業員全員参加

による職場と家庭での節電キャンペーンを３期連続で実施いたしております。 

平成25年６月20日付で組織変更を行い、商品本部と店舗運営本部を統合し新たに営業本部を設置しました。経営課

題への対応スピードをより速め、「売り」と「仕入」を一本化することで、「強い関西スーパーマーケットの実現」

に向けた戦略を迅速にかつ着実に推進してまいります。 

株式会社スーパーナショナル（本社、大阪市大正区）については、新たに平成25年４月９日に株式を追加取得した

ことから、当第１四半期連結会計期間より持分法適用の関連会社に含めております。 

当社は東京証券取引所市場第一部銘柄に平成25年７月16日に指定されました。これからも市場第一部上場企業とし

て引き続き社会的責任を強く認識しつつ、企業価値の向上を目指してまいります。 

これらの結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の営業収益は289億59百万円（前年同期比1.3％減）、営

業利益は２億70百万円（前年同期比14.8％増）、経常利益は６億26百万円（前年同期比82.1％増）、四半期純利益は

４億64百万円（前年同期比153.1％増）となりました。   

   

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は537億31百万円となり、前連結会計年度末比３億22百万円の減少となりま

した。その主な要因は、投資その他の資産のその他（投資有価証券）が６億63百万円増加した一方、商品が１億71百

万円、流動資産のその他（未収入金）が８億84百万円減少したことであります。 

  なお、純資産は269億70百万円となり、前連結会計年度末比２億73百万円の増加となりました。 

  その主な要因は、利益剰余金が２億38百万円、その他有価証券評価差額金が38百万円増加したことであります。 

     

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、平成25年４月25日の決算短信で公表いたしま

した連結業績予想に変更はありません。 

    

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,569,319 8,281,741

売掛金 1,063,801 1,000,172

商品 2,614,386 2,443,186

貯蔵品 41,362 40,857

その他 2,261,143 1,408,955

流動資産合計 14,550,013 13,174,913

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,701,273 6,613,418

土地 17,041,788 17,529,300

その他（純額） 2,234,338 2,306,750

有形固定資産合計 25,977,400 26,449,469

無形固定資産 260,995 243,076

投資その他の資産   

差入保証金 7,672,232 7,660,519

その他 5,904,223 6,515,865

貸倒引当金 △311,069 △312,665

投資その他の資産合計 13,265,386 13,863,719

固定資産合計 39,503,782 40,556,266

資産合計 54,053,795 53,731,180

- 3 -



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,133,023 9,872,315

短期借入金 1,000,000 1,000,000

1年内返済予定の長期借入金 1,110,000 1,110,000

未払法人税等 181,071 74,582

賞与引当金 681,680 281,278

その他 3,966,345 4,589,408

流動負債合計 17,072,121 16,927,584

固定負債   

長期借入金 4,877,500 4,615,000

退職給付引当金 740,569 743,160

事業整理損失引当金 167,586 136,734

資産除去債務 117,220 117,788

その他 4,381,287 4,220,350

固定負債合計 10,284,164 9,833,034

負債合計 27,356,285 26,760,618

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,277,333 7,277,333

資本剰余金 8,321,237 8,321,237

利益剰余金 11,273,393 11,511,545

自己株式 △280,702 △284,330

株主資本合計 26,591,262 26,825,786

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 106,247 144,775

その他の包括利益累計額合計 106,247 144,775

純資産合計 26,697,509 26,970,561

負債純資産合計 54,053,795 53,731,180
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
(四半期連結損益計算書) 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 28,813,256 28,403,454

売上原価 22,168,682 21,655,634

売上総利益 6,644,573 6,747,819

営業収入 525,747 555,903

営業総利益 7,170,321 7,303,723

販売費及び一般管理費 6,934,359 7,032,797

営業利益 235,962 270,925

営業外収益   

受取利息 4,030 1,440

受取配当金 16,022 17,579

持分法による投資利益 － 282,056

その他 118,658 77,567

営業外収益合計 138,711 378,643

営業外費用   

支払利息 23,663 19,130

その他 6,784 3,671

営業外費用合計 30,447 22,802

経常利益 344,226 626,767

特別損失   

固定資産除売却損 2,986 7,540

特別損失合計 2,986 7,540

税金等調整前四半期純利益 341,240 619,227

法人税、住民税及び事業税 62,794 55,441

法人税等調整額 94,946 99,387

法人税等合計 157,741 154,829

少数株主損益調整前四半期純利益 183,498 464,398

四半期純利益 183,498 464,398
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(四半期連結包括利益計算書) 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 183,498 464,398

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17,470 36,344

持分法適用会社に対する持分相当額 － 2,183

その他の包括利益合計 △17,470 38,528

四半期包括利益 166,027 502,926

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 166,027 502,926
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該当事項はありません。   

   

  

該当事項はありません。   

   

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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